
第 278 号（7）　　 令和 5 年 ( ２０２３年 )11 月 23 日

気
候
危
機

問
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
た
区
有
施
設
整
備
方
針
」
の
運

用
で
、
各
所
管
が
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
達

成
で
き
る
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

答　

施
設
整
備
で
、
各
所
管
が
Ｚ

Ｅ
Ｂ
化
前
提
の
方
向
性
を
定
め
、

計
画
策
定
や
設
計
委
託
を
行
う
。

問
10
年
後
ま
で
に
、
対
象
と
な

る
改
築
施
設
数
は
ど
の
程
度
か
。

答　

約
50
施
設
で
あ
る
。

問
環
境
基
本
計
画
の
目
標
年
度

で
あ
る
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
、

５
分
の
１
程
度
の
施
設
し
か
、
Ｚ

Ｅ
Ｂ
化
が
進
ま
な
い
の
で
は
。

答　

方
針
の
策
定
に
よ
り
、
中
長

期
的
に
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
設
備
の

導
入
が
進
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
く
。

公
契
約

問
会
計
年
度
任
用
職
員
の
昨
年

度
及
び
今
年
度
の
最
低
報
酬
額
単

価
は
い
く
ら
か
。

答　

昨
年
度
は
１
０
４
１
円
、
今

年
度
は
１
１
７
３
円
で
あ
る
。

問
現
在
の
報
酬
額
単
価
は
十
分

で
あ
る
と
考
え
る
か
。

令
和
４
年
度
決
算

問
歳
出
に
お
い
て
不
用
額
が
１

１
５
億
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。
積

算
の
精
度
を
高
め
、
必
要
な
事
業

を
よ
り
多
く
盛
り
込
む
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

不
用
額
の
要
因
を
分
析
す
る

答　

特
別
区
人
事
委
員
会
の
給
与

勧
告
に
応
じ
、
改
定
を
し
て
い
く
。

問
報
酬
額
単
価
を
定
め
る
に
当

た
り
、
区
民
の
最
低
生
計
費
の
調

査
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
想
定
し
て
い
な
い
。

鷺
宮
地
域
の
課
題

問
鷺
宮
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
覚

書
の
中
身
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
と
鷺

宮
西
住
宅
の
建
て
替
え
を
連
携
し

て
検
討
す
る
こ
と
等
で
あ
る
。

問
覚
書
に
基
づ
く
協
議
等
を
住

宅
供
給
公
社
と
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

防
災
性
向
上
の
施
設
配
置
等
、

公
社
と
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
建
て
替
え
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
、
区
は
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

引
き
続
き
、
公
社
と
協
力
し
、

必
要
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
鷺
の
杜
小
学
校
に
通
う
児
童

の
通
学
路
の
安
全
対
策
は
、
今
後
、

何
を
検
討
し
て
い
く
の
か
。

答　

跨こ
せ
ん
き
ょ
う

線
橋
や
地
下
横
断
歩
道
の

整
備
構
造
、
設
置
場
所
、
施
工
方

法
等
調
査
し
、
具
体
的
な
可
否
を

関
係
部
署
間
で
検
討
し
て
い
く
。

教
育
環
境
の
改
善

問
産
休
の
代
替
教
員
が
確
保
で

き
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　

臨
時
的
任
用
教
員
の
不
足
や

産
休
育
休
等
を
取
得
す
る
教
員
が

増
加
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

問
教
員
の
採
用
は
、
東
京
都
教

育
委
員
会
で
あ
る
が
、
区
と
し
て

で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

答　

地
域
や
大
学
等
と
連
携
し
、

人
材
情
報
の
収
集
に
努
め
る
。
ま

た
、
区
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ

で
の
募
集
や
学
校
へ　

の
人
材
情
報
の
伝
達
等
し
て
い
く
。

問
学
校
側
の
採
用
事
務
の
負
担

軽
減
策
は
。

児
童
館
運
営

問
４
館
の
廃
止
を
見
直
し
、
令

和
３
年
度
と
同
じ
児
童
館
16
館
と

ふ
れ
あ
い
の
家
２
館
の
運
営
と
し

た
こ
と
を
、
主
要
施
策
の
成
果
に

載
せ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

答　

主
要
施
策
の
成
果
に
掲
載
す

る
、
新
規
・
拡
充
・
推
進
事
業
に

は
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
。

問
ど
の
よ
う
な
考
え
で
、
こ
れ

ま
で
目
指
し
て
き
た
９
館
構
想
を

転
換
す
る
こ
と
に
至
っ
た
の
か
。

答　

児
童
館
条
例
に
基
づ
く
施
設

の
位
置
付
け
を
継
続
し
、
こ
れ
ま

で
児
童
館
の
機
能
を
基
礎
と
し
た

上
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
機
能
、

乳
幼
児
機
能
、
中
高
生
機
能
を
強

答　

地
域
学
校
協
働
本
部
に
も
協

力
を
依
頼
し
、
学
校
で
の
人
材
確

保
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
導
入
の
際
は
、

保
護
者
負
担
な
し
で
使
え
る
よ
う

に
す
べ
き
で
は
。

答　

財
政
的
な
負
担
も
含
め
、
総

合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

問
学
校
現
場
等
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

関
わ
る
支
援
員
の
更
な
る
充
実
の

要
望
が
あ
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答　

教
育
情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会

に
お
い
て
、
次
期
支
援
員
の
契
約

方
法
等
を
考
え
て
い
く
。

問
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
校
外
で
利
用

す
る
た
め
、
持
ち
出
し
用
Ｗ
ｉ
――

Ｆ
ｉ
の
配
備
を
す
べ
き
で
は
。

答　

各
学
校
で
必
要
な
も
の
を
調

達
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

問
端
末
更
新
や
卒
業
の
際
、
子

ど
も
達
の
思
い
出
や
軌
跡
を
デ
ー

タ
で
引
き
継
ぐ
こ
と
は
で
き
る
か
。

答　

デ
ー
タ
の
引
き
継
ぎ
は
、
学

校
と
も
協
議
し
、
検
証
し
て
い
く
。

問
通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
、

交
通
安
全
指
導
員
を
増
員
し
て
い

る
が
、
現
状
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

配
置
時
間
を
１
校
当
た
り
６

７
５
時
間
か
ら
１
３
５
０
時
間
に

増
や
し
て
い
る
。

問
学
校
状
況
に
合
わ
せ
た
メ
リ

ハ
リ
あ
る
配
置
を
検
討
し
て
は
。

答　

各
学
校
の
要
望
を
聞
き
、
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
。

物
価
高
騰
対
策

問
令
和
４
年
度
の
物
価
高
騰
対

策
関
連
の
総
事
業
費
は
い
く
ら
か
。

答　

予
算
計
上
額
は
75
億
１
千
万

円
余
、
決
算
額
は
57
億
３
千
万
円

余
で
あ
る
。

問
区
民
か
ら
好
評
だ
っ
た
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還

元
事
業
の
執
行
率
が
、
74
・
５
％

と
予
測
よ
り
低
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　

総
決
済
額
等
を
予
測
し
な
が

ら
、
予
算
額
を
超
過
し
な
い
よ
う

終
了
時
期
を
決
定
し
た
が
、
最
終

的
に
利
用
が
伸
び
な
か
っ
た
。

問
今
年
度
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
は
、
事

業
予
測
の
精
度
を
高
め
て
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答　

区
民
等
の
利
用
者
や
店
舗
等

に
還
元
で
き
る
よ
う
に
、
執
行
率

の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

公
社
鷺
宮
西
住
宅
の
建
て
替
え

問
建
て
替
え
を
含
め
た
一
帯
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
協
議
を
進
め
て
い
る
の
か
。

答　

新
た
に
地
区
計
画
を
策
定
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な

り
、
当
該
地
及
び
そ
の
周
辺
の
施

設
配
置
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
を

進
め
て
い
る
。

問
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
と
の

協
議
の
中
で
、
調
節
池
や
公
園
整

備
な
ど
の
具
体
的
な
検
討
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答　

当
該
地
は
広
域
避
難
場
所
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
防
災

性
の
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
調
節
池
や
公

園
整
備
を
含
め
、
施
設
配
置
な
ど

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

高
次
脳
機
能
障
害
支
援

問
障
害
者
地
域
自
立
生
活
セ
ン

タ
ー
つ
む
ぎ
に
お
け
る
、
年
間
の

相
談
件
数
と
専
門
相
談
の
件
数
は
。

答　

相
談
件
数
は
４
１
４
件
、
専

門
相
談
件
数
は
53
件
で
あ
る
。

問
つ
む
ぎ
の
専
門
相
談
枠
を
増

や
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

利
用
実
績
や
今
後
の
見
込
み

等
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
相
談

の
在
り
方
を
含
め
検
討
し
て
い
る
。

問
新
区
役
所
開
設
に
合
わ
せ
、

専
門
相
談
窓
口
が
実
施
で
き
る
場

の
確
保
に
も
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答　

障
害
者
の
方
の
利
便
性
等
に

配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
の
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

日
本
共
産
党
議
員
団

羽
鳥　
だ
い
す
け

　

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
中
野
区
議
団

大
沢　
ひ
ろ
ゆ
き

　

立
憲
・
国
民
・
ネ
ッ
ト
・
無
所
属
議
員
団

森　
た
か
ゆ
き

　

公
明
党
議
員
団

久
保　
り
か

　

自
由
民
主
党
議
員
団高

橋　
ち
あ
き

化
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

問
実
施
予
定
と
聞
く
が
、
目
的

や
内
容
、
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

答　

閉
館
後
解
体
ま
で
の
間
を
繋つ

な

ぐ
、
賑に

ぎ

わ
い
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
令
和
６
年
３
月
第
３

週
の
金
・
土
・
日
曜
に
実
施
の
予

定
で
あ
る
。
現
在
、
企
画
提
案
公

募
に
よ
り
、
契
約
優
先
交
渉
権
者

を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
中
野
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
地
域
経
済

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
考

え
て
い
る
か
。

答　

地
元
商
店
街
や
関
係
団
体
、

中
野
駅
周
辺
の
開
発
事
業
者
等
と

協
力
し
、
地
域
を
回
遊
し
、
商
店

街
等
を
利
用
し
て
も
ら
う
工
夫
を

考
え
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

公
立
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

問
部
活
動
の　

題
点
、
課
題
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
。

答　

土
日
の
教
員
指
導
や
、
競
技

経
験
の
無
い
教
員
が
指
導
担
当
し

て
い
る
現
状
が
あ
る
。
今
ま
で
の

部
活
動
に
対
す
る
教
員
、
保
護
者
、

地
域
の
意
識
を
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

問
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
加

盟
し
て
い
る
、
中
野
区
体
育
協
会

へ
外
部
指
導
員
を
依
頼
す
る
こ
と

が
、
円
滑
な
指
導
員
の
確
保
に
資

す
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

体
育
協
会
か
ら
、
指
導
者
の

派
遣
等
で
協
力
し
た
い
と
の
要
望

も
頂
い
て
い
る
。
外
部
指
導
員
を

確
保
す
る
候
補
先
と
し
て
、
積
極

的
に
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。　
　

問

な
ど
、
積
算
の
精
度
向
上
を
目
指

す
と
と
も
に
、
事
業
の
選
択
と
集

中
を
図
り
な
が
ら
、
区
民
ニ
ー
ズ

に
適
切
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

区
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
や

会
計
年
度
任
用
職
員
等
の
必
要
人

数
を
採
用
す
る
た
め
の
対
策
は
。

答　

広
報
の
仕
方
等
を
工
夫
し
て

周
知
し
、
人
材
の
確
保
に
努
め
る
。

問
ま
ち
づ
く
り
用
地
の
執
行
率

は
59
・
４
％
、
９
５
０
０
万
円
余

の
不
用
額
が
生
じ
て
い
る
。
予
算

ど
お
り
に
執
行
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
区
民
に
与
え
る
影
響
は
。

答　

取
得
の
遅
れ
は
事
業
全
体
に

影
響
を
及
ぼ
す
。
引
き
続
き
精
力

的
か
つ
誠
意
あ
る
折
衝
を
進
め
る
。

₂

区
有
施
設
全
体
の
脱
炭
素
化

問
２
０
３
０
年
に
向
け
た
Ｃ
Ｏ

排
出
量
削
減
の
た
め
の
対
策
は
。

答　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力

へ
の
切
り
替
え
促
進
や
、
新
設
・

改
築
時
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
等
を
進
め
て
い
く
。

　10月30日（月）から31日（火）に、富山県富山市の「シ
ティプロモーション推進事業」についてと、富山県魚津市の
「電子地域通貨『MiraPay（ミラペイ）』」について視察を
行いました。写真は魚津市での様子です。
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